
（
補
修
等
）

（
補
修
等
）

第
二
十
六
条

事
業
者
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
自
主
検
査
又
は
第
二
十
四
条
の
点
検
を

行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、直
ち
に
補
修
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条

事
業
者
は
、
第
二
十
二
条
の
自
主
検
査
又
は
第
二
十
四
条
の
点
検
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
異

常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

個
人
事
業
者
は
、
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
自
主
検
査
を
行
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
特
別
の
教
育
）

（
特
別
の
教
育
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

法
第
四
十
二
条
第
三
項
の
作
業
従
事
役
員
等
は
、
労
働
者
と
同
一
の
場
所
に
お
い
て
前
項
の
業
務
に
就
く
と

き
は
、
同
項
各
号
の
科
目
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。）第
三
十
七
条

及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
二
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

２

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。）第
三
十
七
条

及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

附

則

附

則

（
解
体
等
の
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
解
体
等
の
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
建
築
物
又
は
工
作
物
の
解
体
等
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
第

四
条
、
第
五
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
建
築
物
又
は
工
作
物
の
解
体
等
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
第

四
条
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
改
正
）

改

正

後

改

正

前

（
除
染
等
業
務
に
係
る
特
別
の
教
育
）

（
除
染
等
業
務
に
係
る
特
別
の
教
育
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２

法
第
四
十
二
条
第
三
項
の
作
業
従
事
役
員
等
（
以
下
「
作
業
従
事
役
員
等
」
と
い
う
。）は
、
労
働
者
と
同
一

の
場
所
に
お
い
て
前
項
の
業
務
に
就
く
と
き
は
、
同
項
各
号
の
科
目
に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
教
育
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前

二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
二
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
。

２

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前

項
に
定
め
る
ほ
か
、
同
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
特
定
線
量
下
業
務
に
係
る
特
別
の
教
育
）

（
特
定
線
量
下
業
務
に
係
る
特
別
の
教
育
）

第
二
十
五
条
の
八

（
略
）

第
二
十
五
条
の
八

（
略
）

２

作
業
従
事
役
員
等
は
、
労
働
者
と
同
一
の
場
所
に
お
い
て
前
項
の
業
務
に
就
く
と
き
は
、
同
項
各
号
の
科
目

に
つ
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
二
項
の
特

別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

２

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
項
に
定
め
る
ほ
か
、
同
項
の
特
別
の
教
育
の

実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

第
十
九
条

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


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